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Z や溶接金属の谷間は l 次熱サイクル組織より水素ぜい化感受性が高く，拘束度が小さく過渡的角変
形が大きな継手の低温割れ感受性は，熱ひずみぜい化と水素ぜい化の複合効果を考慮する必要がある
ことを明らかにしている。
(4) 拘束度が小さく過渡的角変形が大きな継手における低温割れ防止のための適正予熱パス間温度の選
定法を確立している。
以上のごとく本論文は，拘束度の比較的小さな構造物の多層溶接継手部に生じる低温割れの発生原因
を解明するとともにその防止法を確立した研究成果を述べたもので溶接工学上寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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